
   

サ
ン
シ
ャ
イ
ン
ス
ク
ー
ル 

の
指
導
員
を
募
集
し
ま
す 

 

《
教
育
委
員
会
》 

鶴
田
町
で
は
、
「
放
課
後
子
ど
も
教
室
」
と
「
放
課
後

児
童
ク
ラ
ブ
」
の
活
動
を
一
体
に
し
た
「
サ
ン
シ
ャ
イ
ン
ス

ク
ー
ル
（
放
課
後
教
室
）
」
を
町
内
小
学
校
区
内
の
八
カ

所
の
施
設
に
開
設
し
て
い
ま
し
た
が
、
小
学
校
統
合
に
よ

り
一
カ
所
に
集
約
さ
れ
ま
す
。
引
き
続
き
、
「
放
課
後
活

動
を
通
し
て
、
児
童
の
生
き
る
力
を
育
む
」
こ
と
を
目
的

に
、
さ
ま
ざ
ま
な
学
習
や
活
動
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。 

 

今
回
、
サ
ン
シ
ャ
イ
ン
ス
ク
ー
ル
で
は
、
子
ど
も
た
ち

の
指
導
を
し
て
い
た
だ
け
る
方
を
募
集
い
た
し
ま
す
。 

●
指
導
時
間 

平
日
（
月
～
金
曜
日
） 

授
業
終
了
後
～
午
後
七
時 

土
曜
日
、
長
期
休
業
日 

午
前
七
時
十
五
分
～
午
後
七
時 

※
休
憩
時
間
を
設
け
て
指
導
に
あ
た
り
ま
す
。 

●
報
酬 

一
時
間
に
つ
き
八
九
七
円 

●
勤
務
時
間 

週
十
五
・
五
時
間
内 

●
採
用
予
定
人
員 

三
名 

※
資
格
は
特
に
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。 

●
申
込
期
限 

令
和
二
年
三
月
十
六
日
（
月
） 

※
令
和
二
年
四
月
二
日
か
ら
勤
務
開
始
予
定
で
す
。 

●
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先 

教
育
委
員
会 

社
会
教
育
班 

（
内
線
２
１
１
） 

納め忘れはありませんか？  
◎町・県民税   ◎固定資産税   
◎軽自動車税   ◎国民健康保険税  
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学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の 

調
理
員
を
募
集
し
ま
す  

《
鶴
田
町
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
》 

令
和
元
年
八
月
よ
り
、
新
し
く
稼
働
し
て
お

り
ま
す
給
食
セ
ン
タ
ー
で
す
が
、
作
業
枠
が
増

え
る
こ
と
か
ら
増
員
を
図
り
ま
す
。 

●
勤
務
時
間 

 

午
前
八
時
十
五
分
～
午
後
四
時
十
五
分 

●
賃
金 

月
額 

一
一
九
、
四
九
六
円
～ 

●
雇
用
人
員
・
期
間 

一
名 

 

令
和
二
年
四
月
一
日 

～
令
和
三
年
三
月
三
十
一
日 

●
申
込
期
限 

令
和
二
年
三
月
十
三
日
（
金
） 

●
提
出
書
類 

 

鶴
田
町
会
計
年
度
任
用
職
員
応
募
申
込
書
（
顔
写
真
添
付
） 

 

履
歴
書
（
顔
写
真
添
付
） 

※
右
記
書
類
は
、
給
食
セ
ン
タ
ー
で
配
布
し
ま
す
。 

●
選
考
方
法 

 

書
類
審
査
お
よ
び
面
接
試
験
で
選
考
し
ま
す
。 

●
そ
の
他 

 

白
衣
な
ど
必
要
な
物
は
、
当
セ
ン
タ
ー
で
準

備
し
ま
す
。 

●
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先 

鶴
田
町
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー 

☎
２
２
―
３
１
７
１ 
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フ
ッ
ド
リ
バ
ー

市
民
と
親
し
く

す
る
会
会
員
を

募
集
し
て
い
ま
す  

《
企
画
観
光
課
》 

本
会
は
、
姉
妹
都
市
フ
ッ
ド
リ

バ
ー
市
の
市
民
と
の
友
好
親
善

を
深
め
る
こ
と
を
目
的
に
、
昭
和

五
十
五
年
に
設
立
さ
れ
ま
し
た
。 

 
 

 

フ
ッ
ド
リ
バ
ー
市
民
と
の
交

流
に
興
味
・
関
心
の
あ
る
方
は
ど

な
た
で
も
入
会
い
た
だ
け
ま
す
。 

さ
ら
な
る
交
流
発
展
の
た
め
、

皆
さ
ま
の
ご
入
会
を
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。 

●
活
動
内
容 

・
フ
ッ
ド
リ
バ
ー
市
民
来
町
時
の

歓
迎
イ
ベ
ン
ト
の
企
画
・
運
営 

・
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
の
受
け
入
れ 

・
総
会
、
懇
親
会
の
開
催 

・
会
報
の
発
行 

※
入
会
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
年

会
費
二
千
円
を
添
え
て
、
左
記

窓
口
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。 

●
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先 

 

フ
ッ
ド
リ
バ
ー
市
民
と
親
し
く

す
る
会
事
務
局 

企
画
観
光
課 

ま
ち
づ
く
り
班 

（
内
線
２
６
３
） 

農
振
除
外
の
申
請

を
受
け
付
け
ま
す 

 

《
産
業
課
》 

 

町
で
は
、「
農
業
振
興
地
域
の
整
備

に
関
す
る
法
律
」
に
基
づ
き
、
農
業

振
興
地
域
内
に
『
農
用
地
区
域
』
を

設
定
し
、
こ
の
区
域
を
農
業
上
の
用

途
に
供
す
る
土
地
と
し
て
定
め
て

い
ま
す
。 

 

農
用
地
区
域
内
の
土
地
を
農
用

地
以
外
の
用
途
（
住
宅
の
建
築
な
ど
）

に
利
用
す
る
場
合
、
事
前
に
『
農
振

除
外
（
農
用
地
区
域
か
ら
の
除
外
）』

の
申
請
を
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

 

こ
の
申
請
の
受
け
付
け
は
、
年
二

回
を
予
定
し
て
い
て
、
受
け
付
け
の

翌
月
か
ら
各
関
係
機
関
と
の
調

整
・
協
議
や
公
告
・
縦
覧
な
ど
の
手

続
き
を
経
て
、
認
可
さ
れ
る
ま
で
約

六
カ
月
間
を
要
し
ま
す
。 

※
国
、
県
等
の
事
業
に
よ
り
、
除
外

で
き
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。 

●
受
付
期
間 

 

四
月
一
日
（
水
）
～
三
十
日
（
木
） 

 

●
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先 

産
業
課 

農
地
班 

（
内
線
２
９
４
） 

 

芸
能
発
表
会
を
開

催
し
ま
す 

 

《
教
育
委
員
会
》 

 

鶴
田
町
文
化
協
会
主
催
の
芸
能

発
表
会
を
左
記
の
日
程
に
て
開
催

し
ま
す
。
協
会
会
員
が
日
頃
の
活
動

成
果
を
存
分
に
披
露
し
ま
す
。
当
日

は
、
入
場
無
料
と
な
っ
て
お
り
ま
す

の
で
、
お
気
軽
に
ご
来
場
く
だ
さ
い
。 

●
日
時 

 

三
月
十
三
日
（
金
）
午
後
一
時
～ 

●
場
所 

 

鶴
田
町
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー 

 

「
鶴
遊
館
」 

●
出
演
者 

 

鶴
田
町
文
化
協
会
会
員 

●
問
い
合
わ
せ
先 

 
教
育
委
員
会 

社
会
教
育
班 

（
内
線
２
１
２
） 

 
 狂

犬
病
予
防
注
射

の
集
合
注
射
の
料

金
が
変
わ
り
ま
す 

 

《
町
民
生
活
課
》 

 

毎
年
二
回
行
っ
て
い
る
狂
犬
病

予
防
集
合
注
射
の
料
金
が
変
更
に

な
り
ま
す
。 

〈
現
行
〉
三
、
一
〇
〇
円 

（
内
訳 

注
射
代
二
、
五
五
〇
円 

＋
注
射
済
票
五
五
〇
円
） 

 
 
 
 
 
 
↓  

〈
変
更
〉
三
、
三
〇
〇
円 

（
内
訳 

注
射
代
二
、
七
五
〇
円 

 
 

 
 

＋
注
射
済
票
五
五
〇
円
） 

●
問
い
合
わ
せ
先 

 

町
民
生
活
課 

く
ら
し
の
窓
口
班 

 

（
内
線
１
５
２
） 

     

し
尿
汲
取
料
金
の

改
定
に
つ
い
て 

 

《
西
北
五
環
境
整
備
事
務
組
合
》 

 

し
尿
汲
取
業
務
は
、
組
合
が
許
可

し
た
業
者
が
収
集
運
搬
を
行
っ
て

い
ま
す
。 

 

こ
の
た
び
、
許
可
業
者
か
ら
、
収

集
運
搬
に
要
す
る
経
費
や
諸
物
価

の
高
騰
、
県
内
の
料
金
改
定
の
状
況

を
勘
案
し
、
し
尿
汲
取
料
金
を
見
直

し
て
ほ
し
い
と
の
要
望
が
あ
り
ま

し
た
。 

 

こ
の
た
め
、
当
組
合
で
は
、
五
年

ぶ
り
に
汲
取
料
金
の
改
定
に
つ
い

て
検
討
を
行
い
、
許
可
業
者
に
通
知

し
て
お
り
ま
す
。
汲
取
料
金
は
、
組

合
が
示
し
た
額
を
参
考
に
許
可
業

者
が
定
め
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り

ま
す
。
組
合
が
提
示
し
た
し
尿
汲
取

料
金
の
額
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

●
一
回
に
収
集
し
た
し
尿
一
八
〇
ℓ
ま
で 

 

一
、
六
五
六
円
（
消
費
税
込
み
） 

●
一
八
〇
ℓ
を
超
え
る
場
合
に
つ

い
て
は
、
一
〇
ℓ
に
つ
き
左
記
の

額
を
加
え
た
金
額 

 

九
二
円
（
消
費
税
込
み
） 

※
浄
化
槽
汚
泥
お
よ
び
仮
設
ト
イ

レ
な
ど
の
汲
取
料
金
に
つ
い
て

は
、
当
組
合
で
は
提
示
し
て
お
り

ま
せ
ん
の
で
、
許
可
業
者
に
直
接

ご
確
認
く
だ
さ
い
。
新
料
金
は
、

四
月
一
日
か
ら
適
用
さ
れ
ま
す
。 

 

対
象
世
帯
の
皆
さ
ま
に
は
、
許
可

業
者
が
周
知
を
行
い
ま
す
の
で
、

し
尿
汲
取
業
務
の
適
正
な
実
施

に
つ
い
て
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。 

※
中
央
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の
し

尿
処
理
手
数
料
は
こ
れ
ま
で
通

り
一
〇
ℓ
当
た
り
一
・
七
六
円
で

変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

●
問
い
合
わ
せ
先 

 

西
北
五
環
境
整
備
事
務
組
合 

 

☎
０
１
７
３
―
３
８
―
１
２
０
５ 



友
の
会
新
会
員
を

募
集
し
て
い
ま
す 

 
《
道
の
駅
つ
る
た
》 

 

道
の
駅
つ
る
た
「
鶴
の
里
あ
る
じ

ゃ
」
農
産
物
直
売
所
内
Ｊ
Ａ
つ
が
る

に
し
き
た
鶴
翔
農
産
物
直
売
コ
ー

ナ
ー
友
の
会
の
新
会
員
を
募
集
し

て
い
ま
す
。 

●

申
込
資
格 

①
年
間
三
十
六
万
円
以
上
の
出
荷

物
を
出
荷
（
売
上
）
で
き
る
人 

②
満
七
十
歳
未
満
の
人 

③
鶴
田
町
在
住
で
耕
作
農
地
が
あ

る
人 

●

諸
経
費 

 

年
会
費 

一
万
円 

 

陳
列
用
コ
ン
テ
ナ 

一
万
五
千
円 

 

販
売
委
託
契
約
印
紙 

四
千
円 

●

申
込
期
限 

 

三
月
十
九
日
（
木
） 

●

問
い
合
わ
せ
・
申
込
先 

 

道
の
駅
つ
る
た
「
鶴
の
里
あ
る
じ
ゃ
」 

 

☎
０
１
７
３
―
２
２
―
５
６
５
６ 

 

令
和
二
年
度
鶴
の
舞
橋

桜
ま
つ
り
に
つ
い
て 

 

《
鶴
田
町
観
光
協
会
》 

 

津
軽
富
士
見
湖
周
辺
で
開
催
す

る
令
和
二
年
度
の
「
鶴
の
舞
橋
桜
ま

つ
り
」
の
日
程
は
左
記
の
と
お
り
予

定
し
て
お
り
ま
す
。 

●
日
付
・
イ
ベ
ン
ト
内
容 

 

四
月
二
十
五
日
（
土
） 

・
ま
つ
り
開
会
式 

・
保
育
園
児
等
演
技 

・
お
笑
い
シ
ョ
ー
〈
ム
ー
デ
ィ
勝
山
、

千
川
栄
蔵
（
キ
ュ
ー
テ
ィ
ー
ブ
ロ
ン

ズ
）、
激
情
ブ
ル
ー
ス
（
青
森
県
新

住
み
ま
す
芸
人
）〉 

 

四
月
二
十
六
日
（
日
） 

・
第
十
三
回
「
鶴
の
舞
橋
」
全
国
カ
ラ

オ
ケ
大
会 

 

五
月
三
日
（
日
） 

・
第
三
十
四
回
全
国
へ
ら
鮒
つ
り
大
会 

 

四
月
二
十
五
～
三
十
一
日 

・
写
真
展
（
鶴
田
写
真
ク
ラ
ブ
） 

※
イ
ベ
ン
ト
内
容
に
つ
い
て
は
、
変

更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。 

●
問
い
合
わ
せ
先 

 

鶴
田
町
観
光
協
会 

 

☎
０
１
７
３
―
２
２
―
３
４
１
４ 

 

企
画
観
光
課 

観
光
班 

 

（
内
線
２
６
４
・
２
６
５
） 

 

Ｆ
Ｄ
Ａ
青
森
・
神

戸
線
就
航
決
定
！ 

 

《(

株)

フ
ジ
ド
リ
ー
ム
エ
ア
ラ
イ
ン
ズ
》 

令
和
二
年
三
月
二
十
九
日
（
日
）

か
ら
、
フ
ジ
ド
リ
ー
ム
エ
ア
ラ
イ
ン

ズ
（
Ｆ
Ｄ
Ａ
）
に
よ
る
、
青
森
空
港

と
神
戸
空
港
を
結
ぶ
路
線
が
、
一
日

一
往
復
で
運
航
さ
れ
ま
す
。 

神
戸
空
港
は
、
ポ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン

ド
や
北
野
異
人
館
街
、
南
京
町
（
中

華
街
）
な
ど
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト
の
ほ

か
、
姫
路
や
岡
山
へ
の
ア
ク
セ
ス
に

も
便
利
で
す
。
ま
た
、
片
道
五
、
五

〇
〇
円
の
就
航
記
念
価
格
（
搭
乗
四

十
五
日
前
ま
で
に
予
約
、
座
席
数
限

定
）
な
ど
、
お
得
な
運
賃
も
設
定
さ

れ
て
い
ま
す
の
で
、
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ

ィ
ー
ク
や
夏
休
み
な
ど
、
神
戸
方
面

へ
の
ご
旅
行
に
、
Ｆ
Ｄ
Ａ
青
森
・
神

戸
線
を
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
！ 

●
運
航
ダ
イ
ヤ 

 

Ｆ
Ｄ
Ａ
８
３
３ 

 

神
戸
空
港
発 

午
前
十
一
時
四
十
五
分

青
森
空
港
着 

午
後
一
時
二
十
五
分 

 
Ｆ
Ｄ
Ａ
８
３
４ 

 
青
森
空
港
発 

午
後
二
時
十
分 

神
戸
空
港
着 

午
後
四
時 

※
搭
乗
券
の
購
入
方
法
や
運
賃
の
詳

細
な
ど
に
つ
い
て
は
、
Ｆ
Ｄ
Ａ
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

（h
ttp

s://w
w

w
.fu

jid
rea

m
.co.jp

/

） 

●
問
い
合
わ
せ
先 

 

（
株
）
フ
ジ
ド
リ
ー
ム
エ
ア
ラ
イ

ン
ズ
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー 

☎
０
５
７
０
―
５
５
―
０
４
８
９ 

県
交
通
政
策
課
航
空
グ
ル
ー
プ 

☎
０
１
７
―
７
３
４
―
９
１
５
３ 

鶴田町の魅力を自分なりのガイドで、観光客を「おもてなし」しませんか。 
-鶴の舞橋ガイド-だんぶりＭｉＫｏＰａの会 会員募集！  
本会は、鶴の舞橋を中心にした富士見湖パーク一帯の観光案内および観光に関する

諸業務を行うことを目的に設立された団体です。ご興味のある方はご連絡ください。  
●応 募 資 格  年齢１８歳以上で鶴田町が大好きな方、体力に自信のある方 
●応 募 期 限  ３月２７日（金）【随時募集もしております】 
●開 催 期 日  ４月１１日～１１月６日のうち原則土日月曜日・祝日 

【ＪＲ東日本大人の休日倶楽部パス期間も実施します】 
●年 会 費  １，０００円 
●報 酬  原則 1日５，０００円【詳細は、下記まで】 
●応 募 方 法  下記までお気軽にお問い合わせください。 
●問い合わせ  会長 竹浪正顕 ☎０９０－７６６０－７３８６ 
  ・申込先  副会長 花田澄子 ☎０９０－５８３４－４０２０ 
        企画観光課 観光班（内線２６４） 
●そ の 他  ガイドのシフトなどについてはご相談に応じます。 

中学生大使フッドリバー訪問団派遣中止のお知らせ 
 第３６回中学生大使が３月１４日～２０日の日程で、姉妹都市盟約を結ぶ米国オレゴン州フッドリバ
ー市を訪問する予定でしたが、新型コロナウイルス感染症が拡大している状況を受け、中止になりまし
たのでお知らせします。 



              

健康保険課 健康長寿班 連絡先（内線 131～136） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

☆３月は自殺対策強化月間です 

いつでも・だれでも・どこでも「みんなで取り組もう いのち支えるゲートキーパー」 

 

＜こころの相談窓口＞ よりそいホットライン（24 時間対応） ☎ 0120-279-338 

 

 

 

令和 2年 

 

☆からだ すっきり！さっぱり！健康運動教室のお知らせ 

○開催日：3 月 2 日（月）、5 日（木）、12 日（木）、16 日（月）、19 日（木）、23 日（月）、    

30 日（月）＊運動できる服装でおいでください。お茶、水、タオルをお持ちください。 

○時 間：午前 10 時～11 時 申し込み不要  ○場 所：鶴遊館 

町の保健だより 

☆新型コロナウイルス感染症について 
 中華人民共和国湖北省武漢市を中心に、新型コロナウイルス感染症が発生しており、国内でも感染者が

確認されています。主な症状は発熱、全身倦怠感、乾いた咳などで、風邪やインフルエンザと同様に、一

人ひとりのマスクの着用やこまめな手洗いなどが重要となります。 

過剰に心配することなく、不要不急の外出を控えながら、通常の感染症対策に努めてくださるようお願

いします。 

【厚生労働省電話相談窓口】電話番号：0120-565653 受付時間：午前 9 時～午後 9 時 

Ｆ Ａ Ｘ：03-3595-2756（電話でのご相談が難しい方） 

【帰国者･接触者相談センター】五所川原保健所 -ご心配やご不明な点があれば、まずはお問い合わせください- 

電話番号：0173-34-2108  時間：午前 8 時 30 分～午後 5時 15 分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       

       

 

☆「傾聴サロン」でほっこり、すっきりしませんか 

誰かに話を聴いてもらいたいとき、また誰かと話をしてすっきりしたいときなどありませんか？ 

鶴田町傾聴ボランティア養成講座修了生による「つるりんの会」が、あなたのお話をじっくりと聴きます。

お話した内容の秘密は厳守します。安心してお越しください。 

○日 時：3 月 2 日（月）、16 日（月）午後 1時～3 時   ○場 所：鶴遊館 栄養指導室 

 

変化に気づく じっくりと耳を傾ける 支援先につなげる 温かく見守る 

出典：首相官邸ＨＰより 


